
平成２２年度
土木工事標準歩掛改正工種

概要説明資料

総合政策局建設施工企画課

別紙－１（参考資料）





１．機械土工（土砂）

機械（ブルドーザ・バックホウ等）を用い、土砂の掘削・押土・ダンプへの積込・床掘・埋戻し等を行う工法。

工法概要

施工形態動向調査の結果から、使用機械
（バックホウ）の排出ガス対策基準値に変化が
見られる。

見直しの理由施工フロー

１

掘削作業 積込作業



●施工機械の見直し ・バックホウ掘削積込み、片切り掘削、床掘り、埋戻しに使用する

バックホウの排出ガス対策基準値の変化
バックホウ山積0.8ｍ3（排出ガス対策型第1次基準値）

→ バックホウ山積0.8ｍ3 （排出ガス対策型第２次基準値）

改正概要

改 正現 行

◇掘削積込

床掘り

◇片切り掘削

◇埋戻し

２

１．機械土工（土砂）



２．土の敷均し締固め工

土の敷均し、締固め作業としては、道路工事では一般的に路体・路床であり、河川工事では築堤となる。
敷均しとは、ダンプトラックなどで運搬された盛土材料を締固めるために所定の厚さに敷均す作業のことである。

締固めとは、敷均された盛土材料を締固め機械にて締固めることで、盛土材料が圧縮・破砕されながら配列を変え、大きな粒子の間げきにより細
かな粒子が埋めて密な状態へと移行させる作業のことである。

工法概要

見直しの理由施工フロー

施工形態動向調査の結果から、締固め作業の
施工機械（タイヤローラ）の保有形態に変化
が見られる。

３

※本歩掛で対応しているのは、図の実線部分
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●施工機械の見直し ・締固め作業に使用する機械（タイヤローラ）の保有形態が変化。

タイヤローラ８～２０ｔ（排出ガス対策型1次基準値）： 損料 → 賃料

改正概要

改 正現 行

◇施工機械の選定

４

２．土の敷均し締固め工



３．小規模土工

機械（バックホウ等）を用い、土砂の掘削・ダンプへの積込・床掘・埋戻し等を行う工法のうち、施工土量100ｍ3
程度もしくは施工幅１ｍ未満の小規模な施工をおこなうもの。

工法概要

見直しの理由施工フロー

※本歩掛で対応しているのは、図の実線部分

５

施工形態動向調査の結果から、締固め作業の

施工機械（タンパ）の保有形態に変化が見られ
る。

床掘作業 埋戻作業



●施工機械の見直し ・埋戻しに使用する機械（タンパ）の保有形態の見直し。

タンパ ６０～８０ｋｇ 損料 → 賃料

改正概要

改 正現 行

◇施工機械の選定

６

３．小規模土工



４．法面整形工

工法概要

見直しの理由施工フロー

法面の劣化による障害や事故の発生を未然に防止するため、法面表層部を締固める方法、もしくは削り取
る方法にて整形する工法である。

※本歩掛で対応しているのは、図の実線部分

７

施工形態動向調査の結果から、施工機械（バッ
クホウ）の排出ガス対策基準値に変化が見られ
る。

築立整形作業 削取り整形作業



●施工機械の見直し ・削り取り整形、築立（土羽）整形、切土整形に使用するバックホウの

排出ガス対策基準値の変化
バックホウ（法面バケット付き）山積0.8ｍ3（排出ガス対策型第1次基準値）

→ バックホウ（法面バケット付き）山積0.8ｍ3 （排出ガス対策型第２次基準値）

改正概要

改 正現 行

◇削取り整形
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４．法面整形工

◇築立（土羽）整形

◇切土整形



５．路盤工

本工法は、道路舗装（車道部・歩道部）において、機械（人力）施工により、路盤材の敷均し・締固めを
行う工法である。

工法概要

施工フロー 見直しの理由

施工形態動向調査の結果、歩道施工方法及び
施工機械の規格・保有形態に変化が見られた
ため。

９

※本歩掛で対応しているのは、図の実線部分

歩道施工：敷均し作業 歩道施工：締固め作業



●施工形態の見直し ・歩道施工の敷均し作業において、機械施工への変化が見られた。
人力のみ → 人力＋機械（小型バックホウ）併用

・歩道施工において、敷均し作業の機械化に伴い、編成人員が減少
普通作業員：1.77 → 1.00人/100ｍ2 特殊作業員：0.56 → 0.41人/100ｍ2

・歩道施工において、敷均し作業の機械化に伴い、日当り施工量が増加
180ｍ2/日 → 268ｍ2/日

●施工機械の見直し ・歩道施工において、敷均し作業の機械化に伴い施工機械を追加
小型バックホウ山積み0.11ｍ3（排出ガス対策型第2次基準値） を追加

・歩道施工において、締固め作業に使用する機械の保有形態が変化（リース化）
振動ローラ 搭乗式・コンバインド型3～4t（排出ガス対策型第1次基準値） 損料 → 賃料

・車道施工において、敷均し作業に使用する機械の排出ガス対策基準値が変化
モータグレーダ3.1ｍ 排出ガス未対策 → 排出ガス対策型第1次基準値

改正概要

現 行 改 正

◇機種の選定

１０

５．路盤工

◇日当り施工量（歩道施工）

◇労務歩掛（歩道施工）



６．アスファルト舗装工

本工法は、道路舗装（車道部・歩道部）において、型枠の設置・撤去、瀝青材料散布、加熱アスファルト混合
物の敷均し・締固めを行う工法である。

工法概要

見直しの理由施工フロー

※本歩掛で対応しているのは、図の実線部分

１１

施工形態動向調査の結果施工機械の保有形態
に変化が見られたため。

舗設（機械施工） 転圧（機械施工）



●施工機械の見直し ・締固め作業に使用する機械の保有形態の変化（リース化）
振動ローラ 搭乗式コンバインド型3～4t（排出ガス対策型第1次基準値）

損料 → 賃料

改正概要

改 正現 行

◇機種の選定

１２

６．アスファルト舗装工
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